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　のである，これが今度與へられた一一一一〇八八番に相領するもので，現在ε

　りあへすTOKYO　7の名樗が附されてみる．

　一〇八九番は最初の一〇八八番が嚢見されて四日目の十七日に同じ附近

に嚢見されたもので，當時光度一二・六等，TOKYo　8ε構され，最後の

一〇九〇番は昨年二月二十日，小惑星「アラベラ」捜索のteめ作られた爲

員板によって嚢見されTOKYO　12こ構されてるる，而もこの星は東京の

護見より四日おくれてラインムートによって嚢見されてるる．
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水　　野　　十　　里

餌學博士　新城新藏著

　1．宇宙大観

　2．東洋天文関市研究

　3．　こよみε天：文

理學士　關口鯉吉課

　4．新時代の宇宙研究

天文同好會編

　5．天文學論文集　第一輯

理學士　松澤武雄著

　6．地球物理學

野尻抱影著

・・鰹遠灘籍跳めぐり

天文同好會編

　8，天文年鑑

東京天文皇編纂

　9．理科年表　昭和三年
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　10．全　　　　昭和区嘉

日本天文學會編

IL　新撰恒星圖　1一一（」二輻4．50．特軸6一）

12．恒星三尊：　　　　　　　　　　　　1．

最：新科學講座の中

13、天文面

出學主報

14．宇宙上天艦號　　　　　　　　　　1．

エ5．星のローマンス暁　　　　　　　　1．

16．日本の文學界　　　　　　　　　　1．
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　　　　　は嘗て新城博士の新聞や，維誌で嚢表された論文を集められナこ

　　　　　　1は通俗論文であるが，2は明治四十一，二年頃から東洋天

文學の歴丑を研究されて以來の論文集で，3εは姉妹編である．2は次の

九篇に分たれて居る．東洋天文學史大綱，周初の年代，二十八宿の傳來，

春秋画歴，歳星の記事によりて野送國語の製作年代ε干支紀年法の嚢達S

を論ず，再び左傅國語の製作年代を論ず，朝代に見えたる諸種の暦法を論

ず，戦守秦漢の暦法，干支五行論ミ額頭嚢．3は帝王學εしての天文學，

北京の天壇，天文學上より見ナこる支那上代の文化、東洋文明の淵源に序す

る論雫其一，其二，生蝋死覇考，支那上代の紀年，所謂天地開開の年代，

干支紀年，十二支獣の起原，天の龍，暦ε年中行事，暦日及び方位に止す

る迷信，人の蓮命に關する迷信，現行太陽暦改正の問題，近世に於ける暦

ミ天文學の歴史，現代天文學の十七篇が載せてあって是非熟讃すべき良書

である．

　4．　ジョージ，エラリー，へ一ル著「星郷新詮」「星海の深みへ」の二篇

は關口理學士の課されたものである．

　5．天界に嘗て掲載された外國天文學者の論文集である．

　6．寺田先生の地球物理學を買ひそこなつナこ余は，その門下松澤理學士
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の地球物理學を手にするこεを得ナニ，本書は地球物理學の範園及び地球物

理學の沿革から響き起し，地球の形ε大いさミ地球内部の構造ざの爾篇は

天文學者の一讃すべきものである．

　7．本書は星座掛口の姉妹篇で，常に座右に備へ付け見るべき本である．

書中の毎年毎月の星圖は初學者の必讃すべきミころ，墜眼鏡ミ小望遠鏡の

話εも参考になる．

　8．本邦最初の才賢のみに回する年鑑で，それがわれわれの天文同好會

から世に出されfこミが，何より嬉しい．

　9．10．理科年表が既に五冊襲刊された．今後も引績いて年々手にしkい，

　lL12は明治四十三年に出版され，その後久しく縄版になって居たもの

を再版されたもので，llは書齊に一輻は捌ナて朝夕眺めるべきもの，12

はその置旧な解説である．

　13．最新科學講座は目下第三版出版中であるが，第二版は十五冊（一冊

武圓参拾鏡）からなって「天文學」は井上四郎，小川清彦，關口鯉吉，塚

本裕四郎，野田茂諸氏の執筆されたもの，其の題目は月，四季の星座，太

陽，惑星，彗星ε流星，天文皇，暦の知識，恒星の諸篇である．

　14．15．16．科學叢報の特輯號であって，日本の科學界中の「日本に於

ける天文學史」はその緒言に我が日本には昔支那から傳はつて來た一種の

天文學があって，其れを基ミして暦學や易學が行はれてるたものであるか，

明治の初め，此等の三聖は全く見棄てられて，．純檸な西洋の天文學が公け

のものε認めらるNに至った．それでこNにいふ天文學史ミは西洋式の天

文學の歴史を意味するのである」ミ述べ一，天文毫．二，文部省測地學委

員會．三，暦ε報時。四，天文研究の業蹟．五，我國に於ける天文教育・以

上五章に分け，明治，大正年間の我が邦の天文學の歴史を知らんE欲する

ものは本文以外に全般に渡って居るものを手にするこミは出來まい．

　（前記の外に見解用のものが二，三出版されて居ナこか，本文を見ないので

省いt）．


